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NPO法人等の孤独・孤立対策に資する活動について アンケート調査 

調査票 

■調査概要

・回答期限：令和5年10月5日（木）23:59

・回答所要時間：5分程度（設問数13〜16問 ※回答により異なる）

■調査詳細

以下の依頼状をご参照ください。

＝＝＝＝ 

▼（表）「つなぎ」の役割を果たす「中間支援機能」（以下、「（表）中間支援機能」）

カテゴリ 機能 

コーディネート NPO法人等と他組織の調整・仲介・橋渡し 

NPO法人等（支援者）と個人（受援者）との調整・仲介・橋渡し 

人材、資金、情報等の資源とNPO法人等の仲介 

ネットワーク 同分野や他分野組織の交流機会の創出等を目的としたネットワークの

構築 

▼以下、設問

【基本情報】 

NO 設問 回答方法・選択肢 

1 法人格 （単一選択） 

1. NPO法人

2. 社会福祉法人

3. 一般社団法人

4. 一般財団法人

5. 株式会社

6. 任意団体

7. その他（ ） 
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2 団体名 （自由記述） 

3 活動分野 （複数選択） 

※「特定非営利活動促進法第二条別表」20項目 

1. 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 

2. 社会教育の推進を図る活動 

3. まちづくりの推進を図る活動 

4. 観光の振興を図る活動 

5. 農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 

6. 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

7. 環境の保全を図る活動 

8. 災害救援活動 

9. 地域安全活動 

10. 人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

11. 国際協力の活動 

12. 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

13. 子どもの健全育成を図る活動 

14. 情報化社会の発展を図る活動 

15. 科学技術の振興を図る活動 

16. 経済活動の活性化を図る活動 

17. 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 

18. 消費者の保護を図る活動 

19. 前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連

絡、助言又は援助の活動 

20. 前各号に掲げる活動に準ずる活動として都道府県又は指定

都市の条例で定める活動 

その他（          ） 

4 直近年度の財

政規模 

（単一選択） 

1. 100万円未満 

2. 100万円以上-300万円未満 

3. 300万円以上-500万円未満 

4. 500万円以上-1,000万円未満 

5. 1,000万円以上-3,000万円未満 

6. 3,000万円以上-5,000万円未満 

7. 5,000万円以上-1億円未満 

21. 1億円以上 

5 活動対象エリ

ア 

（単一選択） 

1. 単一市区町村域 

2. 複数市区町村域 

3. 単一都道府県域 

4. 複数都道府県域 

5. 全国域 

8. 国際 
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【「つなぎ」の役割を果たす「中間支援機能」の効果について】 

 

 

 

 

6 本アンケート

調査の結果等

をもとに、ヒ

アリング等の

現地調査への

ご協力を依頼

する場合がご

ざいます。現

地調査へご協

力いただける

場合には、

「可」と記載

してください 

可・否 

 

 

※「協力可能」と回答の場合、担当者・連絡先を記入 

 

担当者名（      ） 

1. 連絡先メールアドレス（      ） 

NO 設問 回答方法・選択肢 

7 他団体等（※）と連携

をした取組みの経験は

ありますか 

 
※以下のような団体・個人の

ことを指します。 

同分野の非営利組織 

他分野の非営利組織 

行政 

企業 

組合 

専門家・専門家組織 

研究機関 

学校等教育機関 

社会福祉協議会 

NPO支援センター 

自治会など地縁組織 

民生委員・児童委員 

など 

・ある → 8へ 

・ない → 回答終了 

 

8 他団体等との連携で

「（表）中間支援機

能」に示す役割を担っ

た団体や個人はいまし

たか 

1. いた  → A-1,A-2の設問へ 

2. いなかった → Bの設問へ 
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【A-1】「（表）中間支援機能」に示す役割を担った団体や個人と連携した取組みについて

お伺いします。 

 

 

NO 設問 回答方法・選択肢 

9 取組みの中で「（表）

中間支援機能」に示す

役割を担った団体や個

人と、その役割につい

て、あてはまる組み合

わせをすべて選択して

ください。 

 

 

 コーディネート ネットワーク 

非営利組

織（任意

団体含

む） 

◦（記入例）  

行政   

企業   

学校等教

育機関 

  

社会福祉

協議会 

  

NPO支援

センター 

 

 

  

自治会な

ど地縁組

織 

  

その他   
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10 「（表）中間支援機

能」に示す役割を担っ

た団体や個人と連携す

ることで実現したこと

があれば、すべて選択

してください。 

（複数選択可） 

1. これまで連携する機会のなかった組織と連携が生

まれた 

2. 自団体では補えない業務を担える組織との連携が

生まれ、取組みの効率化ができた 

3. これまでアクセスできていなかった支援対象者へ

のアクセスが確保でき、支援対象の数や属性の拡

大が実現した 

4. 他組織と連携することにより自団体のみではでき

ない支援手法や課題解決手法の実施が可能になっ

た 

5. 自団体だけでは確保できなかった資源（人材・資

金・活動場所等）が得られた 

6. 支援活動や課題解決のための取組みの実施頻度を

増やすことができた 

7. 他組織とのネットワークが拡大し、自団体にはな

かった知見や情報が得られるようになった 

8. 他組織とのネットワークが拡大し、他組織との交

流機会が生まれた 

9. 事業計画や事業評価の知見を得て、自団体の人材

育成や事業立案/運営能力の向上に繋がった 

10. 取組みの成果をまとめ、自団体の成果を対外的に

発信することができた 

11. 上記では特になし 
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上記以外で、「（表）

中間支援機能」に示す

役割を担った団体や個

人と連携することで生

まれた効果や実現でき

たことがあればお教え

ください。 

（自由記述） 

12 これまでにいくつの他

団体等（※）と連携し

ましたか。おおよその

連携した団体の数を記

入してください。 

 
※以下のような団体・個人の

ことを指します。 

同分野の非営利組織 

他分野の非営利組織 

行政 

企業 

組合 

専門家・専門家組織 

研究機関 

学校等教育機関 

社会福祉協議会 

（自由記述） 
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【A-2】他団体等との連携した取組みについてお伺いします。 

 

 

NPO支援センター 

自治会など地縁組織 

民生委員・児童委員 

など 

13 これまでに連携した他

団体等として当てはま

るものをすべて選択し

てください。 

（複数選択可） 

1. 非営利組織（任意団体含む） 

2. 行政 

3. 企業 

4. 学校等教育機関 

5. 社会福祉協議会 

6. NPO支援センター 

7. 自治会など地縁組織 

8. その他（  ） 

14 他団体等（※）との連

携した取組みで、

「（表）中間支援機

能」に示す役割を担っ

た団体や個人はいくつ

ありましたか。 

 

複数の取組みがある場

合は、特定の1つの取組

みについて教えてくだ

さい。 

 
※以下のような団体・個人の

ことを指します。 

同分野の非営利組織 

他分野の非営利組織 

行政 

企業 

組合 

専門家・専門家組織 

研究機関 

学校等教育機関 

社会福祉協議会 

NPO支援センター 

自治会など地縁組織 

民生委員・児童委員 

など 

（単一選択） 

1. 1 
2. 2 
3. 3 
4. 4以上 
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15 上記で回答した取組み

で、実現したことがあ

れば、すべて選択して

ください。 

（複数選択可） 

1. これまで連携する機会のなかった組織と連携が生

まれた 

2. 自団体では補えない業務を担える組織との連携が

生まれ、取組みの効率化ができた 

3. これまでアクセスできていなかった支援対象者へ

のアクセスが確保でき、支援対象の数や属性の拡

大が実現した 

4. 他組織と連携することにより自団体のみではでき

ない支援手法や課題解決手法の実施が可能になっ

た 

5. 自団体だけでは確保できなかった資源（人材・資

金・活動場所等）が得られた 

6. 支援活動や課題解決のための取組みの実施頻度を

増やすことができた 

7. 他組織とのネットワークが拡大し、自団体にはな

かった知見や情報が得られるようになった 

8. 他組織とのネットワークが拡大し、他組織との交

流機会が生まれた 

9. 事業計画や事業評価の手法や知見を得て、自団体

の人材育成や事業立案/運営能力の向上に繋がっ

た 

10. 取組みの成果をまとめ、自団体の成果を対外的に

発信することができた 

11. 上記では特になし 

16 上記以外で、その取組

みで生まれた効果や実

現できたことがあれば

お教えください。 

（自由記述） 
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【B】他団体等と連携した取組みについてお伺いします 

 

 

NO 設問 回答方法・選択肢 

9 これまでにいくつの他

団体等（※）と連携し

ましたか。おおよその

連携した団体の数を記

入してください。 

 
※以下のような団体・個人の

ことを指します。 

同分野の非営利組織 

他分野の非営利組織 

行政 

企業 

組合 

専門家・専門家組織 

研究機関 

学校等教育機関 

社会福祉協議会 

NPO支援センター 

自治会など地縁組織 

民生委員・児童委員 

など 

（自由記述） 

10 これまでに連携した他

団体等として当てはま

るものをすべて選択し

てください。 

（複数選択可） 

1. 非営利組織（任意団体含む） 

2. 行政 

3. 企業 

4. 学校等教育機関 

5. 社会福祉協議会 

6. NPO支援センター 

7. 自治会など地縁組織 

8. その他（  ） 
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■問い合わせ先 

孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム事務局 

（一般社団法人RCF内） 

E-mail：kodoku.koritsu.jimukyoku@rcf.co.jp 

 

11 自団体以外の他団体等

と連携することで実現

したことがあれば、す

べて選択してくださ

い。 

（複数選択可） 

1. これまで連携する機会のなかった組織と連携が生

まれた 

2. 自団体では補えない業務を担える組織との連携が

生まれ、取組みの効率化ができた 

3. これまでアクセスできていなかった支援対象者へ

のアクセスが確保でき、支援対象の数や属性の拡

大が実現した 

4. 他組織と連携することにより自団体のみではでき

ない支援手法や課題解決手法の実施が可能になっ

た 

5. 自団体だけでは確保できなかった資源（人材・資

金・活動場所等）が得られた 

6. 支援活動や課題解決のための取組みの実施頻度を

増やすことができた 

7. 他組織とのネットワークが拡大し、自団体にはな

かった知見や情報が得られるようになった 

8. 他組織とのネットワークが拡大し、他組織との交

流機会が生まれた 

9. 事業計画や事業評価の手法や知見を得て、自団体

の人材育成や事業立案/運営能力の向上に繋がっ

た 

10. 取組みの成果をまとめ、自団体の成果を対外的に

発信することができた 

11. 上記には特になし 
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上記以外で、他団体等

と連携することで生ま

れた効果や実現できた

ことがあればお教えく

ださい。 

（自由記述） 


